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 12月10日（月），盛岡市立城東中学校で，同

中学校スノーバスターズの出陣式が開催されま

した。このスノーバスターズは，一定の積雪量

を観測した際に，生徒達が地域の雪かきを行う

というボランティア組織で，平成12年度から活

動しています。 

 出陣式には，同中学校の１年生と２年生が参

加し，城南地区地域づくり委員会（小森資司委

員長）の金澤卓司事務局長から，各地区のリー

ダーにスコップが手渡されました。同委員会は

防災のまちづくりを推進するため，スノーバス

ターズ活動支援として活動用のスコップとジャ

ンパーを貸し出しています。 
 生徒会長の桝澤小梅さんは，「生徒一丸と

なって，いつも見守ってくださる地域の方々に

恩返しがしたい。感謝の気持ちをもって活動し

たい。」と意気込みを語ってくれました。  
   

 



“世界につながるまち盛岡”市民会議とは 

 “世界につながるまち盛岡”市民会議は，現在町内会・自治会・市民団体・民間企業など約80団体が

構成団体となり，盛岡市の魅力をさらに磨き上げ，発信する活動を行っています。 

 同団体は，1970年の第25回国民体育大会の成功に向けた市民運動の推進を図るため，1968年に結成さ

れた「あすを築く盛岡市民運動実践協議会（以下「実践協」）」が，改称したものです。実践協は，同

国体終了後も市民活動を通じ盛岡の魅力を培う取組を続けていましたが，2016年の希望郷いわて国体・

希望郷いわて大会の成功を一つの区切りとし，市民活動により培ってきた魅力を国内外に発信すること

を目的に加えて，「“世界につながるまち盛岡”市民会議」という新しい名前で再出発しました。近年

は，盛岡市が東京2020オリンピック・パラリンピック大会におけるカナダのホストタウンに決定するな

ど，盛岡が世界から注目され，その魅力を発信する機会が増えています。 

 

★過去の活動の様子 

 

  

  

 

 “世界につながるまち盛岡”市民会議は，設立50周年の記念大会を開催します。 

 この大会は，50年の活動を振り返りながら，市民活動によって培った盛岡の魅力を国内外に発

信する取組を，次世代につなげていくために開催するものです。大会に関する問い合わせは盛岡

市市民協働推進課（019-626-7535）まで。 

記 

 

１ 日時 平成31年１月17日（木）13時開場 

２ 場所 盛岡市民文化ホール 小ホール 

３ 内容 功労者表彰や会の歩みの紹介のほか，元サッカー日本代表の前園真聖氏による記   

     念講演を行います。 

４ 定員 350名（先着順・入場無料） 

５ 主催 “世界につながるまち盛岡”市民会議 

岩手のもりおかを、世界の岩手のもりおかを、世界のMORIOKAMORIOKAへ。へ。  

    “世界につながるまち盛岡”市民会議“世界につながるまち盛岡”市民会議  

市民会議50周年記念大会を開催します！ 

平成29年度 市民運動推進大会 

「もっと知ろうよホストタウ 

ン・カナダ」 

平成28年度 市民運動推進大会 

「希望郷いわて国体・希望郷い

わて大会を成功させよう」 

 平成27年度 盛岡城跡公園 

 亀ヶ池の清掃 



カナダのホストタウン盛岡 

 盛岡市は，2016年12月9日にカナダを相手国と

する東京2020オリンピック・パラリンピックのホ

ストタウンに決定しました。今年度は，水球チー

ムの練習受け入れを行い，保育園訪問やさんさ踊

り等を通して文化交流も図られました。 

※ホストタウンとは，東京2020オリンピック・パ

ラリンピック競技大会開催を契機に，地方公共団

体と大会参加国とで相互交流を図り，地域の活性

化等を推進する政府の構想のことを指します。 

ビクトリア市との交流 

 盛岡市は，1985年にカナダのビクトリア市と姉

妹都市の盟約を交わしました。提携は，かつて国

際連盟事務次長を務めた，盛岡市の生んだ国際人

新渡戸稲造博士(1862年～1933年)が国際会議の帰

途，同地で客死した縁によるものです。 

 「願わくは われ太平洋の橋とならん」という

新渡戸博士の言葉を胸に刻み，世界中の人々と交

流の輪を広げていきましょう。 

 

 

 昨年12月16日，上田公民館で研修報告会が開かれ，約１週間の

研修の様子及び成果について発表されました。公益財団法人盛岡

国際交流協会による中学生ビクトリア市研修は今回で25回目。同

協会主催の「中学生による国際交流スピーチコンテスト」に応募

し，上位に入賞した15人の生徒が研修に参加しました。 
 

 

 

 第一部では，研修に参加した中学生がカナダの様子を紹

介。初めに学校生活，食事及び盛岡と縁のある観光地の訪

問など研修全体の様子について，スライドを用いながら団

体発表を行い，その後は各々の体験や心境の変化等につい

て個人発表を行いました。 

 研修団員たちは，「研修を通して伝えようとすること，

理解しようとすることの大切さを学んだ」など成果を報告

しました。 

 

 第二部では，以前盛岡に住んでいた経験のあるラフィ・

キーズヴェクトさん（ビクトリア市在住）とインターネット

を利用して通話。質疑応答のコーナーでは，「さんさ踊りの

ようなお祭りはカナダにもあるのか」等の質問がされ，会場

は和やかな雰囲気に包まれていました。その後はビクトリア

市やカナダに関する○×クイズ大会が開催され，参加した子

どもたちは大いに盛り上がっていました。 

盛岡を世界へつなげよう盛岡を世界へつなげよう  

    カナダ・ビクトリア市と交流カナダ・ビクトリア市と交流  

第25回中学生ビクトリア市研修報告会が開催されました 



コミュニティリーダー研修会 を開催します！ 

 日時：平成31年２月14日（木） 

    13時30分～16時（開場13時） 

 会場：盛岡市総合福祉センター ４階講堂 

 申込不要／参加無料 

 北山自治会公民館 
 完成しました！ 

  より魅力的な自治会へ 
  玉山地域づくり大会開催 

  

 北山自治会（鏡

保夫会長）は，

（一財）自治総合

センターから平成

30年度コミュニ

ティ助成事業補助

金の交付を受け，

公民館を新築し，併せて，公民館の備品について

も整備しました。立地や設備等，会員の期待する

機能を備えた新公民館により，自治会活動の活発

化が期待されています。 

 なお，平成32年度の助成申請は，平成31年９月

初旬に募集予定です。申請の受

付窓口は盛岡市市民協働推進

課。助成事業の詳細について

は，（一財）自治総合センター

のホームページをご覧くださ

い。 

 11月23日（金），渋民

公民館で，玉山地域づく

り大会が開催されまし

た。市，玉山地域振興会

議及び玉山地域自治会連

絡協議会が主催。自治会

連絡協議会が開催する花

いっぱい運動の盛り上げに貢献した自治会への表

彰式や，合同会社フォーティR＆C代表の水津陽子

氏による講演会が開催されました。 

 「魅力ある自治会づくりと活動の活性化」と題

された講演会では，開かれた活動を行うことの重

要性，活動への効果的な勧誘の方法及び活動の見

直しを行う際のポイ

ント等について，実

際の事例を交えなが

ら紹介され，参加者

は熱心に耳を傾けて

いました。 

 11月にお送りした「つながるわ（vol.63）」

の内容に一部誤りがありました。お詫び申し上

げますとともに，次のとおり訂正いたします。 

【訂正箇所】 

４頁「★本宮地区★伝統継承広告塔除幕式」の

記事内 

誤：無形民族文化財 

正：無形民俗文化財  

 News＆Topics    度  の取組事例を紹

「つながるわ 

（vol.63）」の 

訂正とお詫び 

第１部 講演 
 「住民が創る持続可能な地域づくり・ひとづくり 」 

 

第２部 事例発表 
 ・稲荷町内会 

  （平成30年度元気なコミュニティ特選団体） 

 ・玉山薮川地区福祉推進会 

  （盛岡市「地域協働推進事業」実施団体） 

講師：特定非営利活動法人 

   きらりよしじまネットワーク 

   事務局長 髙橋 由和 氏  

ぜひ御参加 

ください！ 


